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４月８日（日）投票日

京都府知事選挙
必ず
投票へ

！

フ
ト
コ
ロ
を
あ
た
た

め
て
地
域
も
元
気
に

　

非
正
規
雇
用
率
、
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
率
、
週
60
時
間
以
上
働

く
労
働
者
数
、
ど
れ
も
全
国
ワ

ー
ス
ト
３
位
な
の
が
京
都
府
。

「
働
き
に
く
さ
」
は
、
全
国
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

地
域
経
済
を
再
生
し
、
働
き

続
け
ら
れ
る
京
都
府
を
つ
く
る

こ
と
が
待
っ
た
な
し
の
課
題
で

す
。
公
契
約
条
例
の
制
定
で
受

注
業
者
の
営
業
を
守
り
、
時
給

１
５
０
０
円
の
実
現
と
労
働
条

件
改
善
を
は
か
る
こ
と
、
中
小

企
業
地
域
振
興
基
本
条
例
を
つ

く
り
、
中
小
企
業
の
活
性
化
と

地
域
づ
く
り
を
一
体
的
に
す
す

め
る
こ
と
、
介
護
や
福
祉
労
働

者
の
待
遇
改
善
へ
給
与
改
善
補

助
な
ど
、
京
都
府
独
自
の
支
援

を
行
う
こ
と
、
給
付
型
奨
学
金

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
、
な
ど

京
都
府
が
で
き
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

医
療
・
福
祉
の
充
実
を

　

国
が
社
会
保
障
を
次
々
改
悪

す
る
中
、
府
民
の
い
の
ち
と
暮

ら
し
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

京
都
府
が
府
民
の
い
の
ち
と
暮

ら
し
を
守
る
姿
勢
を
明
確
に

　

４
月
８
日
投
・
開
票
の
京
都
府
知
事
選
挙
が
、
３
月
22

日
に
告
示
さ
れ
ま
す
。

　

知
事
選
挙
は
、
私
た
ち
労
働
者
・
府
民
の
い
の
ち
に
寄

り
そ
う
府
政
、
憲
法
が
生
か
さ
れ
る
府
政
が
実
現
で
き
る

か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

　

私
た
ち
の
願
い
を
託
し
て
、
組
合
員
ひ
と
り
残
ら
ず
投

票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

し
、
介
護
・
医
療
の
抜
本
的
充

実
を
は
か
る
こ
と
、
国
保
料
の

引
き
下
げ
や
子
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
を
拡
大
す
る
こ
と
な
ど

が
必
要
で
す
。
中
学
校
給
食
の

実
施
、
高
校
教
育
の
無
償
化
な

ど
、
格
差
を
是
正
し
、
全
世
代

を
応
援
す
る
京
都
府
政
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

府
民
に
寄
り
そ
う

立
憲
政
治
を

　

政
府
が
公
文

書
の
都
合
の
悪

い
部
分
を
書
き

換
え
、
国
民
を

だ
ま
し
て
い
た
問

題
が
発
覚
し
、「
安
倍
内
閣
は

総
辞
職
を
」
の
声
が
強
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

「
オ
ト
モ
ダ
チ
優
遇
」「
政

治
の
私
物
化
」
の
強
権
政
治
で

は
な
く
、
府
民
に
寄
り
そ
う
立

憲
政
治
を
す
す
め
る
京
都
府
政

が
、
今
ほ
ど

求
め
ら
れ
て

い
る
時
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

府
民
・
労

働
者
の
暮
ら

し
と
未
来
に

と
っ
て
大
切

な
京
都
府
知

事
選
挙
。
願

い
を
託
し

て
、
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

円
山
野
外
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
集
会
後
、「
高

浜
と
め
ろ
！
大
飯
を
動
か
す
な
！
」「
す
べ
て
の
原
発
を
今

す
ぐ
廃
炉
」
と
繁
華
街
な
ど
で
ア
ピ
ー
ル
デ
モ
を
行
い
ま
し

た
。

　

「
京
都
北
部
集
会
」
に
は
、
３
８
５
人
が
参
加
。
山
本
雅

彦
氏
（
原
発
問
題
住
民
運
動
福

井
嶺
南
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）

が
基
調
講
演
。
山
本
氏
は
、

「
福
井
で
は
、
先
の
大
雪
で
48

時
間
も
身
動
き
で
き
な
か
っ

た
。
原
発
事
故
と
大
雪
が
重
な

れ
ば
避
難
が
で
き
な
い
。
若
狭

の
全
原
発
を
直
ち
に
廃
炉
に
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　

「
バ
イ
バ
イ
原
発
き
ょ
う
と

集
会
」
に
は
、
会
場
い
っ
ぱ
い

に
２
５
０
０
人
が
参
加
。
原
発

賠
償
京
都
訴
訟
の
原
告
団
９
人

が
壇
上
か
ら
、
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
子
ど
も
の
成
長

を
日
々
見
守
れ
な
い
現
状
な
ど
、
避
難
生
活
の
苦
労
や
子
ど

も
の
健
康
被
害
へ
の
恐
怖
を
述
べ
、「
国
と
東
電
が
事
故
の

責
任
を
取
ら
ず
に
逃
げ
る
の
は
許
せ
な
い
」「
当
た
り
前
の

生
活
を
取
り
戻
す
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
」「
私
た
ち
の
よ
う

　

３
月
11
日
で
、

東
日
本
大
震
災
・

東
京
電
力
福
島
第

一
発
電
所
事
故
か

ら
７
年
。
10
日
に

は
「
さ
よ
な
ら
原

発
京
都
北
部
集

会
」
が
福
知
山
市

ハ
ピ
ネ
ス
福
知
山

で
、
11
日
は
「
バ

イ
バ
イ
原
発
３
・

11
き
ょ
う
と
」
が

な
被
害
者
を
二
度

と
出
し
て
は
い
け

な
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

　

ま
た
集
会
で

は
、
遠
藤
ミ
チ
ロ

ウ
さ
ん
が
結
成
し

た
バ
ン
ド
「
羊
歯

（
し
だ
）
明
神
」

が
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
行
い

ま
し
た
。

の
責
任
も
負
っ
て
な
い
こ
と
の
非

道
さ
、
私
た
ち
の
無
念
な
思
い
を

主
張
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
私

た
ち
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
代

弁
し
て
く
れ
た
と
、
心
か
ら
う
れ

し
く
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
福
山
先
生
だ
か
ら
、
府

民
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
一
番

困
っ
て
い
る
人
た
ち
を
守
る
立
場

で
府
政
を
行
っ
て
く
れ
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
利
益

を
本
当
に
守
る
た
め
に
、
自
治
体

が
責
任
を
持
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
京
都
府
政

に
す
る
た
め
に
、
知
事
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
ホ
ン
マ
に

頼
も
し
い
弁
護
士
さ
ん
で
す
。

　

日
頃
は
、
子
ど
も
乗
せ
用
の
荷

台
の
付
い
た
自
転
車
で
、
京
都
の

街
中
を
東
奔
西
走
さ
れ
て
い
る
の

を
見
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

間
違
い
な
く
、
結
構
え
え
お
父
さ

ん
し
て
は
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
い
は
る
弁
護
士
さ
ん

の
中
で
、
こ
ん
な
弁
護
士
さ
ん

は
、
探
し
て
も
な
か
な
か
い
は
ら

へ
ん
稀
少
な
存
在
で
、
ホ
ン
マ
に

庶
民
派
弁
護
士
さ
ん
で
す
。
し
ゃ

べ
り
方
も
大
変
ソ
フ
ト
で
す
。

　

京
都
府
知
事
選
挙
に
勝
っ
て
も

ろ
て
、
府
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し

を
守
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

福
山
先
生
は
、
弁
護
団
の
会
議

で
私
た
ち
が
質
問
し
た
り
、
意
見

を
出
す
と
、
い
つ
も
し
っ
か
り
目

を
み
て
答
え
て
く
れ
、
大
事
な
と

こ
ろ
は
決
し
て
外
さ
ず
、
わ
か
り

や
す
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

裁
判
の

中
で
も
、

京
都
市
も

市
立
病
院

機
構
も
何

　

社
会
保
険
庁
不
当
解
雇
撤
回
裁

判
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

不
当
な
分
限
免
職
処
分
で
職
を

奪
わ
れ
、
路
頭
に
迷
わ
さ
れ
た
く

や
し
さ
、
生
活
の
面
で
も
精
神
的

に
も
し
ん
ど
い
思
い
を
し
た
こ
と

を
し
っ
か

り
受
け
止

め
て
、
そ

の
思
い
を

裁
判
に
ぶ

府
民
の
気
持
ち
に

寄
り
そ
う
府
政
を

青
い
と
り
保
育
園

不
当
解
雇
裁
判
原
告

北
垣　

光
代

福
山
さ
ん
は
、頼
り
に

な
る
庶
民
派
弁
護
士

全
厚
生
不
当
解
雇
撤
回

京
都
闘
争
団谷

口　
　

務

私たちの私たちの
願い託して願い託して

京
都
府
知
事
選
挙

京
都
府
知
事
選
挙

４
月
８
日

投
票
投
票
にに
行
こ
う

高浜とめろ！
 大飯を動かすな！

期日前投票期日前投票
３
〈告示日の翌日〉
月23日（金）から

４
〈投票日の前日〉
月７日（土）

期 間期 間

午前８時30分～午後８時時 間時 間

お住まいの市区町村の役所
（役場）

場 所場 所

若狭の全原発を廃炉に
京都市内と北部で集会・デモ京都市内と北部で集会・デモ

青
い
と
り
の
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に

年金者組合から寄せ書きを手渡す

会場いっぱいに集まった円山音楽堂 北部集会の後、アピールパレード

土・日も
投票

できます

わたし
の思い

わたし
の思い～福山さんに期待しています

～福山さんに期待しています

政策発表する福山弁護士

の
抜
本
的
充

国
保
料
の

も
の
医
療
費

る
こ
と
な
ど

学
校
給
食
の

ら
れ
ま
す
。

だ
ま
し
て
い
た
問

声
援
に
こ
た
え
る

福
山
弁
護
士
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生協労組・パート労組は600人の組合員がストライ
キで決起。京都生協本部前のストライキ集会には支
援の仲間を含めて50人が参加しました。

JMITUは、３月８日にリレーストラ
イキ行動を実施。決起集会には200
人が参加、福山弁護士も激励に駆け
つけました。

医労連は、ストライキで決起した民
医労の仲間を中心に100人が市役所
前からパレード。ちんどん屋さんを
先頭に「看護師増やせ」「大幅賃上
げを」とアピールしました。

通信労組（JMITU通信本部）は、
「大幅賃上げ、非正規労働者の待遇
改善」などを求めてストライキに突
入。ストライキ集会には支援の仲間
を含めて40人が参加しました。

福祉保育労は、80人の参加で「キラ
キラパレード」を実施。「笑顔で働
き続けたい」「福祉・ 保育の充実
を」と市民に訴えました。

医労連は、ストライキで決起した民
医労の仲間を中心に100人が市役所
前からパレード。ちんどん屋さんを
先頭に「看護師増やせ」「大幅賃上
げを」とアピールしました。

福祉保育労は、80人の参加で「キラ
キラパレード」を実施。「笑顔で働
き続けたい」「福祉・ 保育の充実
を」と市民に訴えました。

通信労組（JMITU通信本部）は、
「大幅賃上げ、非正規労働者の待遇
改善」などを求めてストライキに突
入。ストライキ集会には支援の仲間
を含めて40人が参加しました。

JMITUは、３月８日にリレーストラ
イキ行動を実施。決起集会には200
人が参加、福山弁護士も激励に駆け
つけました。

労働法制連絡会の街頭宣伝

京
都
労
災
被
災
者
家
族
の
会
の
公
開
質
問
状
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知
事
選
挙
予
定
候
補
に
公
開
質
問
状

知
事
選
挙
予
定
候
補
に
公
開
質
問
状

「つなぐ京都」　　福山和人

　

安
倍
政
権
は
、「
裁
量
労
働
制
の
方
が
一
般
の
労
働
者

よ
り
労
働
時
間
が
短
い
」
と
い
う
デ
ー
タ
を
ね
つ
造
し
て

い
た
問
題
が
発
覚
し
、
裁
量
労
働
制
の
対
象
拡
大
を
今
回

は
見
送
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
撤
回
し
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

裁
量
労
働
制
の
対
象
拡
大
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
制
度
創
設
（
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
）
と
い
う
、
長
時
間
労

働
が
強
い
ら
れ
か
ね
な
い
問
題
や
時
間
外
労
働
の
法
的
規

制
と
し
て
、「
繁
忙
期
は
月
１
０
０
時
間
未
満
」
ま
で
合

法
化
す
る
問
題
に
つ
い
て
、「
働
き
方
改
革
は
、
京
都
府

民
に
と
っ
て
も
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
問
題
」
だ
と
、

京
都
労
災
被
災
者
家
族
の
会
が
知
事
選
挙
に
立
候
補
を
予

定
し
て
い
る
、
福
山
和
人
さ
ん
と
西
脇
隆
俊
さ
ん
に
公
開

質
問
状
を
出
し
、
考
え
を
聞
き
ま
し
た
。

　皆さまの取り組みに心より敬意を表しま
す。お寄せいただいたご質問について、回
答させていただきます。
　労災事件にかかわってきた弁護士とし
て、皆さまの切実な思いに応えられるよう
がんばる決意です。どうぞよろしくお願い
します。

１．裁量労働制の対象拡大について
　実労働時間にかかわらず一定時間働いた
と「みなす」のが裁量労働制であり、どれ
だけ働かせても残業代を支払わなくてよい
ことから、長時間労働につながることが広
く指摘されてきたところです。安倍首相
は、「厚生労働省の調査によれば、裁量労
働制で働く方の労働時間の長さは、平均的
な方で比べれば、一般の労働者よりも短い
データもある」と事実を偽る答弁までし
て、「企画業務型裁量労働制」の対象拡大
をめざしていましたが、そのデータはねつ
造されたものだったことが明らかになり、
「働き方改革一括法案」からの切り離しを
決断せざるをえなくなりました。長時間過
密労働による過労死が後を絶たない中、デ
ータをねつ造してまで財界の要求に応えよ
うとする姿勢は極めて遺憾です。時間によ
る労働管理を徹底すべきであり、その例外
である裁量労働制の拡大については、完全
撤回を求めていきたいと思います。

２ ．高度プロフェッショナル制度の創設に
ついて
　一定の要件を満たす労働者について、残
業代無しで働かせる「サービス残業」を合
法化する制度であり、「いくら働いても給
料は同じ」という点では、裁量労働制とま
ったく同じです。当座は年収1075万円以上
の労働者に限定するとしていますが、この
水準は将来的に下げられる恐れもありま
す。まさに「残業代ゼロ」制度であり、際
限のない長時間労働につながりかねないこ
とから、これには反対です。

３．時間外労働の法的規制について
　日本においては、ヨーロッパ諸国などで
常識となっている残業時間規制がなく、労
使の合意（36協定）の範囲内であれば、文
字通り青天井で残業が延長できる仕組みと
なっています。これが過労死・過労自殺を
生む要因となってきたことから、労働時間
の法的規制の必要性が叫ばれてきました。
今回、これに踏み出そうとしていることは
重要な一歩ですが、「繁忙期は月100時間未
満」というのでは、問題の解決につながり
ません。これまで、大臣告示で月45時間と
されてきた基準の倍以上、過労死ラインと
される月80時間を超えて残業を認めるとい
うのです。繁忙期だからと言って、過労死
につながるような残業を認めていいはずが
ありません。少なくとも大臣告示の月45時
間まで、残業時間の規制を強化すべきです。

　

公
開
質
問
状
は
、「
働
き
方

福
山
和
人
さ
ん
か
ら
回
答
、

西
脇
隆
俊
さ
ん
は
回
答
な
し

改
革
一
括
法
案
は
国
会
で
審
議

さ
れ
る
国
の
施
策
で
す
が
、
京

都
府
民
に
と
っ
て
も
無
関
心
で

い
ら
れ
な
い
大
事
な
問
題
」
と

し
て
、「
特
に
労
働
時
間
に
か

か
わ
る
点
に
つ
い
て
お
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
」
と
次
の

３
項
目
を
質
問
し
て
い
ま
す
。

①
裁
量
労
働
制
の
対
象
を
拡
大

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
②
高
度

プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
創

設
に
つ
い
て
、
③
時
間
外
労
働

の
法
的
規
制
に
つ
い
て
、
お
よ

び
「
繁
忙
期
は
月
１
０
０
時
間

未
満
」
と
い
う
水
準
に
つ
い
て

―
の
３
点
で
す
。

　

回
答
期
日
は
、
３
月
16
日
ま

で
と
し
て
い
ま
し
た
。
期
限
日

ま
で
に
回
答
が
あ
っ
た
の
は
、

福
山
和
人
さ
ん
で
し
た
。
残
念

な
が
ら
、
西
脇
隆
俊
さ
ん
か
ら

は
回
答
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

裁
量
労
働
制
、高
プ
ロ

裁
量
労
働
制
、高
プ
ロ
な　な　

　

ど

　

ど

にに

つ
い
て
考
え
を
問
う

つ
い
て
考
え
を
問
う

　

18
春
闘
勝
利
を
め
ざ
す
統

一
行
動
日
の
３
月
15
日
を
中

心
に
、
多
様
な
行
動
を
展

開
。
通
信
労
組
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｕ
通
信
本
部
）、
全
国
一
般

京
都
生
協
労
組
・
パ
ー
ト
労

組
が
ス
ト
ラ
イ
キ
、
医
労
連

は
社
会
的
に
医
療
・
介
護
の

実
態
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
パ
レ

ー
ド
と
リ
レ
ー
ト
ー
ク
、
福

祉
保
育
労
は
要
求
集
会
と
ア

ピ
ー
ル
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

は
３
月
８
日
に
ス
ト
ラ
イ
キ

行
動
・
決
起
集
会
を
実
施
、

３
月
20
日
に
は
郵
政
ユ
ニ
オ

ン
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し

ま
し
た
。

ストライキ・パレード・ストライキ・パレード・
宣伝宣伝な　な　

　ど　ど多様に多様に

18春闘勝利！３・15統一行動

「つなぐ京都」「つなぐ京都」　　福山和人福山和人
皆さまの取り組みに心より敬意を表しま

す。お寄せいただいたご質問について、回
答させていただきます。
労災事件にかかわってきた弁護士とし

て、皆さまの切実な思いに応えられるよう
がんばる決意です。どうぞよろしくお願い
します。

１．裁量労働制の対象拡大について
実労働時間にかかわらず一定時間働いた

と「みなす」のが裁量労働制であり、どれ
だけ働かせても残業代を支払わなくてよい
ことから、長時間労働につながることが広
く指摘されてきたところです。安倍首相
は、「厚生労働省の調査によれば、裁量労
働制で働く方の労働時間の長さは、平均的
な方で比べれば、一般の労働者よりも短い
データもある」と事実を偽る答弁までし
て、「企画業務型裁量労働制」の対象拡大
をめざしていましたが、そのデータはねつ
造されたものだったことが明らかになり、
「働き方改革一括法案」からの切り離しを
決断せざるをえなくなりました。長時間過
密労働による過労死が後を絶たない中、デ
ータをねつ造してまで財界の要求に応えよ
うとする姿勢は極めて遺憾です。時間によ
る労働管理を徹底すべきであり、その例外
である裁量労働制の拡大については、完全
撤回を求めていきたいと思います。

２ ．高度プロフェッショナル制度の創設に
ついて

　一定の要件を満たす労働者について、残
業代無しで働かせる「サービス残業」を合
法化する制度であり、「いくら働いても給
料は同じ」という点では、裁量労働制とま
ったく同じです。当座は年収1075万円以上
の労働者に限定するとしていますが、この
水準は将来的に下げられる恐れもありま
す。まさに「残業代ゼロ」制度であり、際
限のない長時間労働につながりかねないこ
とから、これには反対です。

３．時間外労働の法的規制について
　日本においては、ヨーロッパ諸国などで
常識となっている残業時間規制がなく、労
使の合意（36協定）の範囲内であれば、文
字通り青天井で残業が延長できる仕組みと
なっています。これが過労死・過労自殺を
生む要因となってきたことから、労働時間
の法的規制の必要性が叫ばれてきました。
今回、これに踏み出そうとしていることは
重要な一歩ですが、「繁忙期は月100時間未
満」というのでは、問題の解決につながり
ません。これまで、大臣告示で月45時間と
されてきた基準の倍以上、過労死ラインと
される月80時間を超えて残業を認めるとい
うのです。繁忙期だからと言って、過労死
につながるような残業を認めていいはずが
ありません。少なくとも大臣告示の月45時
間まで、残業時間の規制を強化すべきです。

公
開
質
問
状
に
対
す
る
回
答
書
（
全
文
）

公
開
質
問
状
に
対
す
る
回
答
書
（
全
文
）

「
活
力
あ
る
京
都
を
つ
く
る
会
」
西
脇
隆
俊
さ
ん
は
、

 

回
答
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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